
 
 
 
 

　特別活動ＷＧ　取りまとめ（案）から　❻ 

 
　　 

学校行事と総合との関係の一層の明確化（イメージ） 
 

現行の解説の整理等を踏まえ、以下のような取扱いを明確化し、解説等で詳細を示すこと
が適当である。 

　●　総合で学校行事を代替できるかどうかは、総合及び特別活動の目標・内容に照ら
した学習の実態で判断すること。 

 
●　その上で、①「儀式的行事」、②「文化的行事」「健康安全・体育的行事」の準備

（学習発表会を除く）については、総合で代替しないことを原則とすること。 
 
●　総合の目標や学習過程を踏まえて実施される「旅行（遠足）・集団宿泊的行事」、

「勤労生産・奉仕的行事」については、探究として成立する部分について代替 

可能とすること。 
 

 

 総合による代替 

（現行整理の明確化）
代替が認められる例

 儀式的行事 

入学式、卒業式、 
始業式、終業式など

原則不可

 文化的行事 
 
文化祭、学習発表会、

音楽鑑賞会など

準備・練習等は原則不可

 
◆総合で実施する探究と関連付けて行事を

実施する場合（地域の安全をテーマとする探究

の一環として交通安全教室を実施する等） 
 
◆探究の成果発表の場として学習発表会の

準備等を行う場合（文化祭と併せて総合の成

果発表を実施する場合の、当該活動に係る部分

（成果の整理等）を含む）

 健康安全・ 

体育的行事 
運動会、避難訓練、 
交通安全指導など

 旅行（遠足）・ 

集団宿泊的行事 
遠足、修学旅行、 
集団宿泊活動など

探究として成立する部分 
のみ可 

（学校行事の目標を踏まえた

活動が前提）

 
◆自己の生き方に関わる学習課題を児童・
生徒が設定する、学習課題の解決に必要な
計画を児童・生徒が立てるなど、総合の目
標や学習過程を踏まえた探究として実施す
る場合 
（例えば、事前・事後の学習の一部を総合で代替す

ること等が考えられるが、詳細は解説で記載）

 勤労生産・ 

奉仕的行事 
ボランティア活動、 
職場体験活動など
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